
令和7年10月吉日 

 

会 員 各 位 

 (一社) 静岡県土木施工管理技士会 

企画広報委員長 西村 保徳 

 

令和7年度第２回工事論文募集のご案内 

 

 日頃、技士会会員の皆様におかれましては、格別のご協力をいただきありがとうございます。 

毎年、土木施工管理技士会(企画広報委員会)では、工事論文を会員より広く募集しております。 

（一社）技士会連合会のCPDS学習プログラム(技術論文・社内論文)に提出し、ユニット取得を目指し

ます。 

（今年度より、主な執筆者のユニットが、共同執筆者の人数により変動します。(下記注意事項を参照)） 

つきましては、下記の要領で工事論文を募集いたしますので、ご応募よろしくお願いいたします。 

既に登録してある論文や通常業務に相当する報告については認められませんので、ご注意下さい。 

尚、論文については静岡県技士会のホームページに掲載させていただきます。 

 

  Ⅰ 募集期間 

    令和 7年11月18日(火)締め切り  事前審査ののち、連合会へ提出します。 

  Ⅱ 募集内容 

   工事の技術的内容・工事施工の問題点と解決・工事施工の創意工夫・工事施工の成功例等の論文 

  Ⅲ 募集条件 

・ 静岡県技士会会員に限る 

  Ⅳ 内容の注意点 

・ 次ページ参照のこと。 特に文字数が重要ですので、本文は 1,600 文字以上でお書きください。 

工事名、地区名、会社名、論文執筆者氏名（主、共同）、技術者番号は必須です。 

また、論文構成については工夫してください。 

  Ⅴ 応募先 

・各会社で取りまとめていただき、データにて袋井地区建設業協会へご提出下さい。 

   送り先：〒437-0024 袋井市三門町１１－１２ 

(一社) 静岡県土木施工管理技士会袋井地区（袋井建設業会館内） 担当：青嶋 

 Mail：fuku03@fukuroi-kenkyo.or.jp  （TEL：0538-42-4338） 

    ※内容に関するお問い合わせ先 

             （一社）静岡県土木施工管理技士会 担当：佐野 TEL：054-255-0238 

 Ⅵ 注意事項（ユニット付与） 

主な執筆者の10ユニットより、共同執筆者（2ユニット）×人数のユニットが引かれます。 

例 主執筆者 共同無し     →主執筆者10ユニット付与 

主執筆者＋共同執筆者1名  →主執筆者8ユニット付与、共同執筆者2ユニット付与 

mailto:fuku03@fukuroi-kenkyo.or.jp


2025年度 

工事論文提出注意事項 

 

論文の構成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募資格 

静岡県土木施工管理技士会の正会員（1級、2級土木施工管理技士）で、CPDSの登録がある方 

（技術者番号必須） 

 

原稿の形式について 

‧ Word、Excelのどちらでも作成可（地区への提出は PDFにてお願いします。） 

‧ フォントサイズ MS明朝 10.5ポイント等（見やすいよう、お任せいたします。） 

‧ 文字数は、必ず 1,600文字程度以上としてください。（ここが重要です！） 

※ 1行の文字数、行数の指定はありません。 

※ A4用紙 5枚以内に収まるようにしてください。 

※ 氏名等や、工事概要は文字数には含めません。 

※ 「です。ます。」あるいは、「だ。ある。」と統一するような文章としてください。 

※ 現場の問題点、対応策、改善点、適用結果、今後の留意点など、内容については、 

ホームページに掲載の承認されている「工事論文」を参考にしてください。 

※ 工期が違っても、同一内容での論文は認められません。 

※ 図、写真の掲載可 

（タイトル等、上記赤字の部分と、図、写真に付随した文字（論文以外）は文字数としてカウント 

されませんので、注意が必要です。） 

どの説明なのかわかるよう、工夫してください。 

審査期間は、状況により時間がかかることをご了承下さい。 

 

お問合せ先：(一社)静岡県土木施工管理技士会 

担当：佐野 TEL：054-255-0238 

論文名「○○○○○○○○○○」 

工事名「○○○○○○○○○○」 

 地区名 袋井地区 

 会社名 ○○○○○○○○○○ 

 主執筆者氏名○○○○○ 技術者番号○○○○○○  

 （現場代理人なども記載ください。） 

 共同執筆者氏名○○○○ 技術者番号○○○○○○ 

工事概要(工事名、発注者、工事場所、工期) 

 

内容 

施工管理、施工計画、新技術、新工法など…。(通常業務以外) 

構成、内容については、当会のホームページの工事論文を参考にしてください。 


